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１ 研究のテーマ 

心身ともに健康な生活を送る子どもをどう育てるか 

～「メディアと健康」に関する健康教育へのとりくみから～ 

２ はじめに 

私たちは，目の前にいる子どもたちが，楽しく生き生きとした学校生活を送りながら，心身

ともに健やかに成長し，将来もずっと健康で充実したいい人生を歩んでほしいと願っている。 

規則正しい生活習慣は充実した学校生活を送るために，また心身ともに健やかに成長するた

めに欠かせないものであるが，睡眠不足や運動不足，朝食の欠食等，今の子どもたちの生活習

慣の乱れは，かなり深刻であり，将来の健康生活をも脅かす心配も大いにあると考えられる。 

中でも，ここ数年，スマートフォンやタブレット端末の急激な普及等もあり，子どもたちの

メディア（ゲーム，スマホ，パソコン等，ここでは電子映像メディア機器を指す）との長時間

の接触が，心身の健康および成長に悪影響を及ぼすことが危惧されている。NPO 子どもとメデ

ィア代表理事の清川輝基さんは，著書「人間になれない子どもたち」の中で「子ども期は，脳

や自律神経，視力や筋肉など体の諸機能，それにコミュニケーション能力を発達させるかけが

えのない時期，いわば臨界期である。“人間になる”ために重要なこの時期に，その機会と時間

を“メディア漬け”の生活によって奪われた状態で過ごすことは，子どもの一生にとって取り

返しのつかない重大な事態を招くことになる。」と述べている。 

このようなことから，メディアと毎日の生活リズムが深く関係していることや，メディアと

の長時間の接触が心身に及ぼす悪影響などについて理解させ，メディアとの接触を自己コント

ロールできる態度を身に付けられるようにすることをめざし，指導している。 

研究の経過 

2014 年度：「メディアと健康」に関する理論研究，発達段階別指導計画の作成，指導略案および

教材教具の作成，発達段階別指導計画による保健指導の実施 

2015-2016 年度：「メディアと健康」に関する理論研究発達段階別指導計画・指導略案および教材

教具の修正，発達段階別指導計画による保健指導の実施，塩山市民病院・鈴木悦郎医

師による学習会 

2017 年度：山梨大学・佐藤美理先生による学習会，３学年学級活動「メディアと生活時間につい

て考えよう」指導案作成，塩山南小学校３学年授業実践 

３ 目的 

 2016 年甲州市児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調査 

【平日の就寝時刻とメディア使用時間 クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

（テレビゲーム（プレステ，Wii，DS，PSP など）やパソコンや携帯電話・スマートフォンで遊んだり，メールをした

りする時間＝メディアとした） 
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2016 年「甲州市児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調査」から，男女ともメディア時間

が長いほど，平日の就寝時刻が遅くなるということがわかった。就寝時刻とメディア使用時間

には関連性がある。また高学年になると，スマートフォンやタブレットの所持率の上がり，使

用時間が長くなることが推測される。 

今年度は，3 学年へのアウトメディアの授業を通して，自分の生活時間の改善につなげるこ

と，授業の事前事後にアンケート調査を実施し検証することを目的とする。 

仮説： メディアと生活時間について考える授業を行うことによりメディア使用時間が減り，

ルールを決めて守ろうとする意識や態度が高まると考える。 

４ 方法 

 「メディアと健康」学年別保健指導計画をもとに学級活動の指導案を作成，教材教具を修正

し授業を行う。 

 １）調査対象：甲州市立塩山南小学校 3 年生児童 69 名を対象とし，3 年 1 組を介入群， 

3 年 2 組を対照群とした。 

 ２）調査時期： 

 

 

 

 

 ３）調査内容：介入群と対照群に対しての事前事後アンケート調査（使用時間・使用時間への

意識・ルール決定・ルールへの意識・授業後の理解を調査）と，授業の実施 

 ４）評  価：授業事前事後アンケート調査結果（介入群と対照群の比較），ワークシート感

想，保護者からのコメント 

５ 結果および考察 

１）メディア使用時間について 

  

 日本小児科医会より出された「子どもとメディア」の問題に対する提言(2004 年)において，

『１日の総メディア接触時間について１日 2 時間までを目安と考える』とされていることから，

この 2 時間を基準にしてアンケート調査の結果を分析した。平日の総メディア接触時間が 2 時

間を超える児童の割合について，対照群はほぼ変化が見られなかったのに対して，介入群につ

いては授業前 41.2％であったが，授業後は 29.4％と，減少傾向が見られた。ワークシートの記

述には，「よくスマホで動画を見ます。前は 2 時間 30 分くらい見ていました。最近 30 分～1 時

 介入群 ３年１組 対照群 ３年２組 

事前アンケート 平成 29 年 8 月 28 日（月） 平成 29 年 8 月 31 日（木） 

9 月 6 日（水） 

【授業の実施】 平成 29 年 8 月 30 日（水） 平成 29 年 9 月 7 日（木） 

事後アンケート 平成 29 年 9 月 6 日（水） 平成 29 年 9 月 11 日（月） 
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間しか見ないようになりました。これからもそうしたいです。」などの，使用時間を振り返る感

想も見られた。 

今回の授業を通して，児童が自分の生活を振り返り，実際にメディア接触の時間を制限する

という行動に移すことができたと考えられる。 

２）ルールについて 

   

家庭でのルールの有無については，アンケート調査結果では，介入群，対照群ともに授業の

前後で変化が見られなかった。また，児童のルールに関する意識もほぼ変化が見られないとい

う結果であった。今回の授業のねらいが，過度のメディア接触により多くの時間が奪われてい

ることに気づかせるということであるから，ルールについての意識や態度に変化は見られなか

ったとも考えられる。 

 しかしワークシートの「わかったこと，これから気をつけたいこと」の欄には，「ルールや約

束を決めていなかったけど今度から決めようと思った」といったルールについての意識の高ま

りを感じる記述も見られた。一人ひとりが自分のメディア生活を振り返り，ルールを決めるこ

との必要性は理解できている様子が感じられる。 

また，授業の前段階ですでに 7 割近くの児童がルールの必要性を感じているというアンケー

ト調査の結果は，今まで継続して行われてきたメディアと健康に関する指導の成果とも考えら

れる。 

 アウトメディアに関して，授業やとりくみを行うことによって児童の意識が変わることがア

ンケート調査の結果や感想からも読み取れる。また，ワークシート等からも，家庭で話し合い，

行動を変容しようとしていることがわかる。 

６ まとめ 

本研究会では 2014 年度から「メディアと健康」に焦点を当てて，研究を進めている。 

保健指導やアウトメディアチャレンジ，保護者への啓発等の継続したとりくみによって，児

童の中にアウトメディアの知識が根付いていることを感じる。しかし，中には知識はあるが生

活行動を変えられない子どももいる。家庭での過ごし方には違いがあり，学習したこと・知っ

たことを行動に移すためには，保護者の協力も必要不可欠である。 

各校の児童の実態や，これまでのとりくみ内容により，指導の場面や方法等も変わってくる。

今後の方向性として，各校実態に応じて活用できる，指導資料や教材の修正，児童や保護者へ

の啓発資料作り等を行っていく予定である。また，メディアは「便利」「たのしい」というプラ

スの面と，「生活時間が乱れる」「危険が潜んでいる」「容易に加害者にも，被害者にもなりうる」

というマイナスの面が存在する。そのことを児童が知り，情報収集等活用しながらも，自らメ
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ディアとの接触をコントロールする力をつけていくことが必要なのではないかと考える。児童

だけでなく，家庭へどう働きかけていけば効果的か，更なる検討をおこないたい。 

 

 ●ご指導・ご協力いただいた先生 

 山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座  助教 佐藤美理先生 

 

●研究メンバー 

飯島かつ子（神金小） 橋爪由美子（大和小） 廣瀬千春（奥野田小） 川口夏美（菱山小） 

雨宮二葉（塩山南小） 

 

●参考文献・資料等 

・「メディア漬け」で壊れる子どもたち  清川 輝基・内海 裕美（少年写真新聞社） 

ネットに奪われる子どもたち  清川輝基 古野陽一・山田眞理子（少年写真新聞社） 

元気な脳が君たちの未来をひらく  川島隆太（くもん出版） 

気をつけよう SNS③依存しないために  小寺信良（汐文社） 

・子どものネット依存 小学生からの予防と対策  遠藤美季（かもがわ出版） 

ネットリスクの読み方  ロジカルキット（NPO 法人青少年メディア研究協会） 

「子どもとメディア」の問題に対する提言 

 （社団法人 日本小児科医会「子どもとメディア」対策委員会）2004.2.6 

リーフレット 保護者のみなさまへ「無関心ではいられない子どものネット依存」 

（青少年育成山梨県民会議）2013 

甲州市児童生徒の心の健康と生活習慣に関する調査 2016 

 （山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座） 

・Sedoc（少年写真新聞社） 
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資料１ 学級活動授業実践 
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資料２ ワークシート                    資料３ ワークシート記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

資料４ 事前事後アンケート用紙 
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 資料５ ほけんだより（授業後配布） 
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資料６ 「メディアと健康」学年別保健指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


